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安
倍
昭
恵
内
閣
総
理
大
臣
夫
人
の
活
動
に
関
す
る
質
問
主
意
書

問
一

「
内
閣
総
理
大
臣
夫
人
」
（
以
下
総
理
夫
人
）
の
活
動
を
補
佐
す
る
公
務
員
、
公
用
車
な
ど
に
つ
い
て

�

現
在
、
安
倍
総
理
夫
人
の
活
動
を
補
佐
す
る
公
務
員
は
存
在
す
る
か
。
何
人
で
、
ど
の
省
庁
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
規

定
に
も
と
づ
き
、
派
遣
さ
れ
て
い
る
か
。

�

安
倍
総
理
夫
人
の
活
動
を
補
佐
す
る
公
務
員
は
、
い
つ
か
ら
そ
の
任
に
つ
い
て
い
る
か
。
ま
た
、
公
務
員
が
「
総
理

夫
人
」
を
補
佐
す
る
任
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
い
つ
か
ら
か
。

�

安
倍
総
理
夫
人
の
活
動
を
補
佐
す
る
公
務
員
は
、
自
ら
の
業
務
報
告
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。
業
務
上
知
り

え
た
内
容
を
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
、
だ
れ
に
対
し
て
報
告
し
て
い
る
か
。

�

安
倍
総
理
夫
人
が
使
用
す
る
公
用
車
は
存
在
す
る
か
。
ま
た
、
「
総
理
夫
人
」
に
専
属
の
公
用
車
が
配
置
さ
れ
た
の

は
い
つ
か
ら
か
。

�

二
〇
一
四
年
十
二
月
六
日
と
二
〇
一
五
年
九
月
五
日
に
、
安
倍
総
理
夫
人
は
大
阪
の
塚
本
幼
稚
園
で
講
演
し
て
い
る

が
、
こ
の
際
に
、
公
務
員
の
秘
書
や
ス
タ
ッ
フ
は
随
行
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
講
演
に
際
し
て
公
用
車
は
使
用
し
た

か
。

一



問
二

「
総
理
夫
人
」
に
つ
い
て

�

「
総
理
夫
人
」
と
い
う
の
は
、
公
的
な
存
在
か
。

�

「
総
理
夫
人
」
の
公
務
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

�

総
理
夫
人
の
私
的
な
活
動
に
、
公
費
が
使
わ
れ
る
こ
と
は
あ
る
か
。
例
え
ば
、
移
動
・
宿
泊
・
通
信
費
な
ど
に
公
費

を
あ
て
る
こ
と
は
可
能
か
。
そ
の
場
合
、
ど
の
よ
う
な
手
続
き
が
必
要
で
、
ど
の
よ
う
な
名
目
で
支
出
さ
れ
る
の
か
。

�

総
理
夫
人
が
何
ら
か
の
法
人
の
役
職
に
就
く
こ
と
や
、
そ
の
際
に
「
総
理
夫
人
」
と
い
う
肩
書
を
使
用
す
る
こ
と

は
、
安
倍
総
理
夫
人
の
み
の
判
断
で
行
わ
れ
る
も
の
か
。
政
府
へ
の
報
告
や
許
可
は
必
要
な
い
の
か
。
ま
た
そ
れ
は
、

ど
の
よ
う
な
規
定
に
も
と
づ
く
も
の
か
。

問
三

二
〇
一
五
年
九
月
五
日
に
、
安
倍
総
理
夫
人
が
塚
本
幼
稚
園
で
行
っ
た
「
瑞
穂
の
國
記
念
小
學
院
を
語
る
」
と
題
さ
れ

た
講
演
に
つ
い
て
、
ま
た
「
妻
は
、
講
演
の
前
の
待
合
室
で
名
誉
校
長
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
と
言
わ
れ
た
が
断
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
突
然
そ
の
場
で
籠
池
さ
ん
か
ら
そ
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
、
拍
手
を
さ
れ
た
。
そ
の
場
で
『
お
引
き
受
け
で

き
な
い
』
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
」
「
そ
の
後
、
こ
れ
は
お
引
き
受
け
で
き
な
い
と
お
話
し
し

た
が
、
父
兄
の
前
で
あ
あ
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
だ
か
ら
引
き
受
け
て
も
ら
わ
な
い
と
こ
ま
り
ま
す
よ
と
い
う
こ
と
で
引
き
受

二



け
た
。
そ
の
後
、
先
方
か
ら
何
ら
説
明
も
な
か
っ
た
」
と
い
う
安
倍
総
理
の
答
弁
に
つ
い
て

�

安
倍
総
理
夫
人
に
対
し
、
塚
本
幼
稚
園
側
か
ら
、
講
演
の
依
頼
が
来
た
の
は
い
つ
か
。
ま
た
そ
の
依
頼
は
、
政
府
を

通
し
て
行
わ
れ
た
の
か
。
政
府
を
通
さ
ず
、
安
倍
総
理
夫
人
に
対
し
て
直
接
行
わ
れ
た
の
か
。

�

安
倍
総
理
夫
人
が
上
記
講
演
を
行
う
事
実
を
、
政
府
が
把
握
し
た
の
は
い
つ
か
。
ま
た
、
そ
の
事
実
を
総
理
に
報
告

し
た
の
は
い
つ
か
。
ま
た
、
安
倍
総
理
夫
人
か
ら
講
演
を
行
う
旨
に
つ
い
て
、
政
府
に
報
告
は
あ
っ
た
の
か
。

�

当
該
講
演
は
、
安
倍
総
理
夫
人
の
公
務
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
か
、
私
的
な
活
動
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
か
。

�

安
倍
総
理
夫
人
と
籠
池
氏
が
待
合
室
で
「
講
演
の
前
の
待
合
室
で
名
誉
校
長
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
と
言
わ
れ
た
が

断
っ
て
い
た
」
と
い
う
や
り
と
り
を
し
た
際
に
、
同
席
し
て
い
た
政
府
関
係
者
は
誰
か
。

�

安
倍
総
理
夫
人
が
「
瑞
穂
の
國
記
念
小
學
院
」
の
名
誉
校
長
を
引
き
受
け
た
事
実
を
、
政
府
が
把
握
し
た
の
は
い
つ

か
。
ま
た
、
そ
の
事
実
を
総
理
に
報
告
し
た
の
は
い
つ
か
。

�

安
倍
総
理
夫
人
が
「
瑞
穂
の
國
記
念
小
學
院
」
の
名
誉
校
長
を
引
き
受
け
た
の
は
、
私
人
と
し
て
か
。
公
人
と
し
て

か
。
政
府
の
認
識
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
安
倍
総
理
夫
人
か
ら
名
誉
校
長
を
引
き
受
け
る
旨
に
つ
い
て
、
政
府
に
報

告
は
あ
っ
た
の
か
。

三



�

「
瑞
穂
の
國
記
念
小
學
院
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
安
倍
総
理
夫
人
は
「
籠
池
先
生
の
教
育
に
対
す
る
熱
き
思
い
に

感
銘
を
受
け
、
こ
の
た
び
名
誉
校
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
」
「
瑞
穂
の
國
記
念
小
學
院
は
、
優
れ
た
道

徳
教
育
を
基
と
し
て
、
日
本
人
と
し
て
の
誇
り
を
持
つ
、
芯
の
通
っ
た
子
ど
も
を
育
て
ま
す
。
」
と
い
う
発
言
を
「
内

閣
総
理
大
臣
夫
人
」
の
肩
書
で
よ
せ
て
い
る
が
、
上
記
は
安
倍
総
理
夫
人
が
自
ら
書
い
た
文
章
で
あ
る
こ
と
を
政
府
は

確
認
し
た
か
。
上
記
の
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
事
実
を
、
政
府
が
把
握
し
た
の
は
い
つ
か
。
ま
た
、
そ
の
事
実
を
総

理
に
報
告
し
た
の
は
い
つ
か
。

右
質
問
す
る
。

四


